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的特性を明らかにするために
フィルム分析を試みた。　（図
7）その結果，揆の軌跡が大
きいこと，強打する前にため
をつくること，腰でリズムを
とることなど，太鼓打ちのポ
イソトを把むことができた。
さらに現地取材で得られたこ
ととして，じゃんがら念仏の
伝承の場では，太鼓のリズム
パターンはすべて「とろろこ
　　　　　　　　　くちとん」というような口太鼓で
伝えられ，動作は先輩の後ろ
について徹底的にコピーする
という方法で伝えられていることがわかった。また，じゃんがら念仏で最も重要とされているこ
とは，何よりも3名の太鼓と10名前後の鉦のリズムと動きが全員一体となることであり，そのた
めに「ハナ太鼓」という制御回路を　　　図7
設けて全体をコントロールしている
ことも明らかとなった。
IV　地域社会と念仏芸能
の伝承との関係
　前項では，念仏芸能の芸態を様々
な局面から捉え比較分析を試みた。
しかし芸能のもつ性質を把握するた
めには，芸能それ自体を研究の対象
とするだけでなく，芸能と芸能を取
り巻く諸要素との関係を見ていく必
要があろう。ここでは，芸能を伝承
じゃんがら念仏　一「雷落とし」の動作分析一
　（フジメモモーションMA－60による）
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している組織をも含めた地域社会と芸能伝承との相互作用に着目した。三地域からの代表として
会津大念仏，天道念仏，じゃんがら念仏を選び，以下に地域社会と芸能伝承との関係についてそ
れぞれ論述する。
（1）会津大念仏伝承の場合
　　①会津大念仏摂取講について
　会津大念仏の母体である「会津大念仏摂取講」は，会津地方の各部落ごとに結成された念仏講
の「組」が基本単位として組織されている。昭和43年には24組，365名の講員を擁していたが，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）　　　　　　おおぜわにん　　 ちゅうぜわにん　　 じようぜわにん現在実際に活動しているのは6組にすぎない。各組には「大世話人」「中世話人」「常世話人」
と呼ばれる世話役と「顧問」が置かれ，普段の活動はこの組ごとに行なわれている。
　この各組を調整し，摂取講全体の活動の推進役となるのが，摂取講「大世話人」であり，この
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役は明治33年の摂取講結成当時から，代々喜多方市熊倉町の小沼組のメンバーが担当することに
なっている。また，摂取講の指導役として「総長」「副総長」が置かれており，総長には代々会
津若松市大町にある自然山融通寺住職が就任している。
　このように，仏教の専門的立場にいる寺の住職を指導役としてその長に置き，会津地方全体で
会津大念仏摂取講という一つの組織にまとまっていることは，会津大念仏が儀式的，宗教的性格
を色濃く残し，今日まで古態をほとんど変容せずに伝承されている大きな要因の一つといえるの
ではないだろうか。
　　②　小沼組における会津大念仏の伝承
　小沼部落は喜多方市郊外にあり，磐梯高原の麓に広がる農村地帯である。小沼組の根拠地・往
生山安養寺は，現在では専任の住職もいない小さな寺であるが，会津大念仏の本山として摂取講
の事務局が置かれ摂取講総組の中で最も盛んに行なわれているところである。
　現在，小沼組の講員数は約50名で，50代から80代までの男女によって構成されている。講員の
資格や規制は一切なく，小沼に住む人ならば宗派の別なく誰でも参加できる。
　小沼組が単独で定期的に行なうのは，2月16日，3月15日，春の彼岸，8月16日，秋の彼岸，
11月10日である。それぞれ安養寺で行なうが，年2回の彼岸には特に部落全戸を一軒ずつ回って
行なっている。また，小沼組だけでなく摂取講総組が集まって行なうものには，4月20日頃と10
　　　　　　　　　　　　　しゆぎようえ月20日頃融通寺で催される「修行会」と，8月30日安養寺における「小沼組道場念仏」とがある。
、さらにこれらの定期的な集会の他に，部落内の葬式や法要，他の地域からの供養の依頼などが
あればその都度臨時的に行なっており，年間の実施回数は相当の数に登っている。
　これらの行事は念仏による供養を目的としたものではあるが，娯楽としての要素を多分に含ん
でいることも見逃せない。たとえぽ融通寺での修行会の後は，春は花見，秋は紅葉見物が恒例と
なっており，また東山温泉から度々依頼される祈願供養では温泉に入る楽しみもある。さらに普
段の小沼組だけの集まりでも，念仏の後は各自が食べ物を持ち寄って飲食し歓談するという場が
必ず設けられている。このように，会津大念仏は，地域社会の中で仏を供養して地域に奉仕する
という役割の他に，お年寄の日常的な楽しみの場として大きな役割を果たしているといえよう。
（2）　天道念仏伝承の場合
　　①西白河郡西郷村の天道念仏
　天道念仏について述べる前に，西郷村について簡単に触れておこう。西郷村は中通り地方の南
　　　　　　　　　　か　　し端に位置し（図1），甲子高原に広がる農村である。米の単作地帯であり，古くは馬の産地とし
て知られていたが，今日では関東との接点という地の利から京浜地方のリゾート地として注目を
集め，観光その他の開発が急速に進められている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）　西郷村ではかつて14部落において天道念仏が行なわれていたことが知られている。これらの多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいはらくは昭和初期まで存続していたが第二次世界大戦で一時停止し，戦後は上羽太，下羽太，追原，
ながさか
長坂の4部落に残った。しかし昭和35年頃に長坂，40年頃に下羽太，追原で取りやめとなり，現
在では上羽太にのみ伝承されている。
　このように近年，西郷村の各部落では，天道念仏だけでなく様々な伝承が消滅しつつある。そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）の背景として，戦後の開発に伴う地域共同体の急速な変容が指摘されている。
　　②西郷村上羽太における豊作祈願の部落行事としての天道念仏
　では，現在上羽太部落ではどのようにして天道念仏が行なわれているのだろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うぶすながみ　天道念仏は，田植終了後の一連の部落行事の一つである。青年が宮こもりをして産土神に田植
終了の報告をする「オコモリ」，農林日である「サナブリ」に続き，豊作祈願の祭りとして最後
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に行なわれる。現地での調査の結果，この天道念仏は独自の信仰形態を持つことがわかった。具
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　につてん　　がつてん体的には，念仏でありながら神道との結びつきが深い神仏混靖の形，日天・月天を象徴した飾り
物，桔梗の花と稲穂とを表し魔除けとして部落全戸に配られる飾り花，餅つき臼と梯子で四方を
固め籾殻を敷い充庭の設定（写真3）などが独自のものとしてあげられよう。
　また，部落行事として地域社会と深く結びついて伝承されていることも明らかとなった。具体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じゆんまわ　　　　17）的には，宿（天道念仏を行なう場所）が1年ごとに隣の家へ移動する「順回り」制，天道念仏に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしわりかかった費用を部落全戸で平等に負担する「差割」制などがあげられる。このような制度は，部
落内の家をすべて等しく扱うという平等性重視の発想に基づいたものとして注目される。
　　②上羽太青年会の組織と活動内容
　最後に，天道念仏の継承組織である上羽太青年会について述べる。
　上羽太青年会は，西郷村連合青年会および羽太分会の下部組織として戦後再編成された近代的
青年会の一組織でありながら，土着的に育くまれてきた若者組としての性格を色濃く残している
という特色がある。まず組織の面から見ると，入会資格が学業終了時から30歳までの長男（家を継
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おおぜ　わにんぐ者）であること，近代的青年会としての役員の他に部落行事のマネージャーである「大世話人」
　なかぜ　わにん　　　　こ　ぜ　わにん「中世話人」　「小世話人」という役を置いていることなどが，他の青年会に見られない特徴とし
てあげられる。また活動内容も，レクリェーションを主体とした近代的青年会としての活動の他
に，天道念仏をはじめとする様々な部落行事の執行が大きな位置を占めていることも見逃せな
い。年中行事や祭り・芸能の伝承は，全国的に見ても，消滅，あるいは保存会の手で行なわれる
傾向にあり，神社の祭礼など年間8つもの伝統的な行事を青年会が担っている上羽太部落のよう
な｛列はまれといえよう。
　西郷村の各部落から次々と天道念仏の姿が消えたのに対し，上羽太にのみ伝承されている要因
には，旧来の若者組の姿を維持している青年会の存在が大きく作用していることがあげられるの
ではないだろうか。
　（3）　じゃんがら念仏伝承の場合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18）　ここでは，昭和53年いわき市教育委員会が行なった「じゃんがら念仏実施状況調査」と，筆者
の行なった現地調査をもとにじゃんがら念仏の伝承について述べる。
　　①じゃんがら念仏の実施状況
　昭和53年現在，じゃんがら念仏は72の地域に伝承され，いわき市を中心に近郡諸地域あるいは
茨城県北部にまで分布している。　（図1）これらの伝承地域の分布を見ると，市街地や漁村には
伝承されておらず，ほとんどが農村・山村地帯に分布している。
　じゃんがら念仏が行なわれるのは，主に8月13日から15日の孟蘭盆である。この期間は新仏供
養の行事として新盆の家を一軒ずつ回って行なわれ，地元部落だけでなくじゃんがら念仏が伝承
されていない地域の家も回って行なわれている。まず地元部落では，新盆の家ならば宗派にかか
わらず寡軒ずつすべてを回る。そのため新盆の軒数が多じ・場合には，午後から回り始めて夜中あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　19）るいは明け方までかかることもあるという。一方地元以外の地域では，あらかじめ依頼があって
訪ねる場合を除いては市街地の通りを流して歩き，新盆の家に出会うとそこで供養するという形
を取っている。そのため孟蘭盆の期間，市街地の新盆の家には様々な部落からの団体が訪れ，じ
ゃんがら念仏の競演が繰り広げられる。しかし地元以外の地域での供養は一種の出稼せぎであり，
地元部落の家を常に優先し，丁寧に2回ずつ行なうなど地元重視の姿勢が見られた。
　この他，tやんがら念仏は，寺院の縁日や盆踊り大会，運動会や種々の観光事業のアトラクシ
ョンとしても盛んに行なわれている。
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　　②じゃんがら念仏と青年会
　じゃんがら念仏を伝承している72の地域のうち，52の地域では青年会によって継承されている。
ここでは青年会活動におけるじゃんがら念仏の占める役割について見てみよう。　2・一
　まず青年会にとって，じゃんがら念仏を行なって供養の謝礼としてもらう金額が大きな財源と
な6ていることが注目される。多いところでは3日間で50万円にものぼり，その他に観光事業や
テレビへの出演料が臨時的に入ることもある。宗教上の奉仕活動でありながら，じゃんがら念仏
は青年会の活動資金を確保するための一種のアルバイトとしての性格をも持つといえよう。
　しかし，じゃんがら念仏はあくまでも新仏供養のための行事であり，地域への奉仕活動として
行なわれている。青年会の活動内容がレクリエーション中心となり実質的な地域への奉仕活動が
消えつつあるといわれる現在，じゃんがら念仏は地域と青年会とを結ぶ数少ない絆となっている
といえる。
　さらに，じゃんがら念仏が青年会の結束を固める役割を果たしていることも見逃せない。各青
年会では本番のほぼ1か月前から練習を行なっており，この期間は毎日のように会員が顔を合わ
せる。お互いをよく知り，仲間づくりを集中的に進められる絶好の機会といえよう。
　以上のようにじゃんがら念仏は，青年会の地域社会への奉仕，活動資金の調達や仲間づくりと
いった局面において重要な役割を果たし，青年会活動の活性化に大きく貢献しているといえよう。
　しかしながら，じゃんがら念仏は今日まで順調に継承されてきたわけではなく，会員不足など
を理由に一時中断された時期もあった。その時期は昭和30年代から40年代前半にかけてであり，
40年代後半から50年代にかけて復興するという傾向がいくつかの部落に共通して見られた。こう
した衰退の背景には近代化に伴う村の構造の変化が，復興の背景には48年のオイルシ。ック以来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20）の価値観の転換，ことに伝統への再評価などが大きな要因として指摘されている。
V　総 括
　本研究は，　「地域社会における祭りや郷土芸能の復興と再創造」をめざし，福島県の念仏芸能
について独自の視点から論述してきた。ここで本研究によって得られた成果と今後の課題につい
てまとめたい。
　福島県下には現在6種の念仏芸能が伝承されており，その分布は会津，中通り，浜通りの三地
方にわたっている。
　芸態については，様々な局面からの分析の結果，①会津地方のものは宗教的色彩が濃く仏教の
儀式の形態をそのままの形で伝承しているが芸能的には素朴である　②中通り地方のものは歌
（語り物）と踊りが高度に芸能化されている③浜通り地方のものは打楽器による表現，特に太鼓の
高度な技法に特色がある，というそれぞれの地域の特徴を抽出することができた。このような地
域差というものは，その地域独自の自然環境や社会的・文化的環境を反映していると考えられる。
たとえぽ，会津地方における盆地という閉鎖的な自然環境や高度な仏教文化，中通り地方におけ
る関東地方との文化交流などは，芸態の形成に何らかの影響を及ぼしているのではないだろうか。
　また，芸態の共通性として，①儀式性の強い部分と芸能性の強い部分との2部からなる念仏芸
能の基本構造　②人員構成および時間・空間構成の柔軟性　⑧念仏および念仏歌における掛け合
いの形式　④締め太鼓の使用とその打法などを明らかにすることができた。
　さらに，地域社会と芸能伝承との相互作用に着目し，会津大念仏，天道念仏，じゃんがら念仏
の三者について比較考察した結果，①会津大念仏は地域社会の仏教行事を支え，念仏摂取講は老
人の娯楽の場となっている　②天道念仏は民間信仰と深くかかわり部落行事として地域社会と密
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接に結びついて伝承されている　③じゃんがら念仏は新仏供養の行事として地域と深くかかわる
一方，青年会を維持・活性化する重要な役割を担っている，というような芸能伝承と地域社会との
関係が明らかにされた。同時に，三者の共通点として，①地域信仰とかかわりをもち地域社会の
年中行事として伝承されている　②地域住民が平等に利益をこうむるあるいは平等に負担を負う
という地域全体の平等性重視の発想が見られる　③昭和30年代から40年代にかけて開発の影響に
よると思われる芸能伝承の衰退が見られる　④芸能の伝承を媒介とした仲間づくりが行なわれて
いる，ということを見出すことができた。特に仲間づくりという点については，さらに規模を拡
大して芸能伝承を媒介とした新しいコミュニティの創造というものが期待できるように思われる。
　以上のように，本研究では福島県の念仏芸能について様々な情報を把握することができた。し
かし，筆者が野外調査において直に感じた芸能の魅力や固有性というものが充分に分析・検討さ
れたとは言い難い。
　なぜならば，芸能というものは舞踊・音楽・演劇・造形といったあらゆる諸要素が渾然一体と
なって存在し，その情報伝達媒体は多岐にわたり，多元的で総合的な性格を持つものである。そ
のため，芸能を要素ごとの次元に解体して分析するという従来の方法では，分析のための座標軸
を無限に設定しなければならず，また各要素間の相互作用というものが欠落してしまう恐れも多
分にあると考えられる。従って，芸能の魅力をトータルに捉えるためには，従来の研究方法以外
に新しい研究方法を開拓する必要があると思われる。この点については今後の課題とし，さらに
検討を進めていきたい。
　最後に，本研究を進めるにあたり御懇切な御指導をたまわりましたお茶の水女子大学教授・松
本千代栄先生，筑波大学講師・大橋力先生，ならびに快く取材に御－協力いただいた地元の関係者
の皆様に厚く御礼申し上げます。
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